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外国出身中学生 へ の 学習支援活動
一 大学生ボ ラ ンテ ィ ア を中心 とした試み -

藤本 久司 ･ 江成 幸

要旨 : 三 重大学生 が 中心 と な り ､ 南米 や ア ジ ア 地 域な ど外国 か ら来 た 中学生 の 学習 を サ ポ ー ト

す る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を行 っ て い る ｡ 活動 に 至 っ た 背景に は ､ 外 国か ら 釆た 子 どもた ち を取 り巻

く厳 し い 教育環境が あ る｡ 活動 開始後1 年が 過 ぎ､ ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ な ど を対象に ア ン ケ
ー

トを行 っ た ｡ 回答 か らは ､ 異 な る文化を持 っ た 子 どもた ち と向 き合う 中に お い て ､ 学習面 だ け で

は な い 様 々 な 苦労 と工 夫､ 戸惑 い と共感､ 認識 と成長な どを 見て と る こ と が で き る
｡
見え て き た

課題 は多く､ 子 ど もた ち の 状況も刻 々 変化 して い く が
､
適 宜

､ 柔軟 に 対応 し活動を継続発展 させ

て い く こ とが 求め られ て い る｡

1 .
は じめに

幼児期ある い は小中学校期､ 外国か ら日本に 来た子 どもたちが ､ 中学生校で の学習面で大き

な壁にぶ つ か っ て い る ｡ 日本語能力の 不十分さや文化習慣の違い に 加え ､ 日本語習得まで教科

の 理解に空自が生 じる こ と に よる学力不足､ そ して ､ 周囲の 理解不足､ 公的な支援シ ス テ ム の

不備､ 情報 の不足な ど に より､ 進学する に して も就職す る に して も日本人生徒とは比較に なら

な い程の 困難に直面する ｡

そ う した状況の 中で ､ 学力を つ けた い ､
そ して高校進学を した い と努力して い る外国出身中

学生の ため ､
三重大学の 大学生 ､ 教員､ 市民が協力しボ ラ ン テ ィ ア で 教科学習をサポ ー トす る

活動が始ま っ たo 本稿 で は ､ 筆者 2 名 ( 藤本､ 江成) が い ず れも活動メ ン バ ー の 一

員 で あり､

当事者とし て の 立 場か ら､ 本 ボ ラ ン テ ィ ア活動立 ち上げ の経緯 ､ 1 年間 の活動の 経過を紹介す

る｡ ま た ､ 活動 に参加 したボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ ､ 及 び高校進学を果た した生徒 3 名の 内2 名

の ア ン ケ ー トの 記述内容を分析､ 紹介するとともに ､ 今後の 課題を考察する ｡ そ れ に よ っ て ､

自分たち の 関わ る活動を今後どの よう に方向づ け て いくか ､ 活動当事者の具体的問題とし て ､

記録および分析を生かし て い きた い と考えるもの であ る｡

本活動の重要な ポリ シ
ー

の 1 つ に ｢ 学習支援の対象として 現在関わ っ て い る中学生を対象に

しな い
､
ま た外部か ら の研究対象に させ な い｣ と い う こ とが ある｡ そ の ため ､ 現在学習中の 中

学生は調査の 対象にせず ､ ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ と高校進学を果たしたサポ
ー ト経験者に ア ン

ケ ー トを と っ た｡ 無論､ 日常 の活動の 中で ､ 支援内容の 向上 の ため中学生に学習方法な ど意見 ･

希望を聞く場面は自然に 出てくる｡ だが ､ 本稿の よう に 公表を伴う研究報告に お い て は ｢ 社会

的 - ン デ ィ を持 つ 未成年者で あり､ ス タ ッ フ を信頼し参加して い るサポ
ー ト対象者を安易に研

究対象者にす べ き で な い｣ と い う考えを大事に して いきた い と考え る｡ 我 々 当事者が率先して

そ の ポリ シ ー

を守る こ と で ､ 少 なくともボ ラ ン テ ィ ア 活動の 範囲に お い て ､ 学習 に 支障が生じ

な い よう彼らを守 っ て い き た い と思う ｡
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2
. 外国出身中学生の 現状

三重県生活部国際室が 2 00 6 年 2 月 に発表した外国人登録者数調査に よる と､ 県内の 在住外

国人 は 20 0 5 年末 にお い て ､ 4 7 , 5 5 1 人 と な っ て い る ｡ ｢1 0 年間 で約 2 .3 倍 ､ 平成元年 (1 98 9 年)

の 4 .5 倍｣ ( 国際室調査資料) の 数値で あり､ 国籍別で は､ 登録者数の 4 3 .4 % を 占める ブ ラ ジ

ル を筆頭に ､ 中国､ フ ィ リ ピ ン､ ペ ル
ー

､
ボ リ ビア の伸びが著 しい ｡

ま た ､
三 重県教育委員会 200 6 年度調査 ( 三重県国際交流財団まとめ) に よると ､ ｢ 日本語指

導が必要な外国人児童生徒数｣ は平成 20 0 6 年 9 月時点で ､ 小学校に 8 10 名 (1 1 5 校) ､ 中学校

に 23 2 人 (4 5 校) ､ 計 1 ,0 4 2 名 (16 0 校) 在籍する ｡ こ れ を1 99 2 年 の対象者数と比 べ ると､ 小

学校で 4 .9 倍､ 中学校で 3 . 7 倍の 伸び で ある｡ も っ とも これ ら の数値も基本的に は各学校の判

断にお い て カウ ン トした児童生徒の集計で あり､ 対象となる べ き全て の児童生徒を網羅 して い

る とは言え な い ｡ カ ウ ン トされた数値以外に ｢会話な どの 日本語能力は優秀で あるが学習の 日

本語能力が十分で な い外国籍児童生徒｣ や ｢ 日本国籍を持 っ て い るが海外で生 まれ日本語能力

が十分で な い児童生徒｣ な どが相当数い ると推測されるか ら で ある｡

そ れ で は
､
三重大学の位置する津市 (合併後) 内の ｢ 日本語指導が必要な外国人児童生 徒｣

は どれくらい だろうか ｡ 現在､ 県教育委員会で は数値を市町村別に は公表 して いな い が､ 2 0 0 2

年 9 月 の 三 重県教育委員会資料で は､ 現在の ( 新) 津市 に相当する区域にお い て小学生計 1 09

名､ 中学生 34 名とな っ て い る｡ 2 0 0 2 年 9 月 三重県全体の 対象者計は小学生 4 59 名､ 中学生 2 01

名で ある ことを考慮すると､ 津市内で も､ 特に小学生で相当数増加して い る ことが見込まれる｡

ま た､ 中学生数は
一

見大きく変化して い な いよう に見えるが､ 外国出身の 中学生の 在籍数は現

実に増加しており､ 中学校で 日本語能力に ｢ 問題がな い｣ と判断され て い る者 でも､ 完全 で はな

い 日本語能力が個 々 の学習能力に何らかの影響を及ぼ して い る こ とは､ 想像 に難くな い｡ した が っ

て ､ 中学生に お い て も相当数の 者が､ 実質的な ｢教科学力を身に つ ける にあた っ て 日本語能力に

問題の ある児童生徒｣ とい えよう｡

3 . 高校進学の 問題点

全国的に 見て ｢高校 へ の進学率は 97 % を超え｣ ( 三重県立高等学校入学者選抜制度検討委員

会､ 20 0 6) て い る と言われ る｡ しか しながら､ 幼児期､ 又 は小中学校の途中で 外国か ら日本に

釆て 中学卒業を迎えた生徒が どの程度高校に進学して い るか とい う と､ い ず れ の 自治体も正確

な数値を示せて い る とは い い がた い ｡ そ の 主な原因は分母 とな る絵生徒数の 正確な把握が困難

なこ と で ある｡ 学校 に通 っ て い る者だ けで なく､ 就学年齢 で学校に行 っ て い な い者､ 学校 に籍

があ っ て も長く不登校の 者､ 外国人学校に行 っ て い る者 ､ 中学校をやめ て ど こ へ い っ て い るか

わからな い 者な ど､ 日本人の生徒で は把握されるはず の ケ
ー

ス が ､ 外国籍生徒の 場合は不明確

なまま に なり易い ｡ い ず れ に し ても､ 彼 らの 高校進学率は地域の状況に よ っ て大きく異なるが ､

どの地域に お い て も日本人生徒よりはるか に低 い こ とが推測で きる｡

ま た ､ イ ン ド シ ナ難民 ､ 中国帰国者の子弟が主流で あ っ た 19 9 0 年代 に お い て 梶田 (19 9 4)

が既 に 指摘した よう に ｢ 幼稚園､ 小学校低学年 へ の 入学は比較的問題が少ない の に対し て ､ 中

学校 へ の 中途から の入学は問題が多｣ く､ ｢ 日本語の問題に加え て ､ ( 中略) 進学問題が加わり､

適応が より困難 に なる｣ と い う現実も起こ っ て い る｡ こ の と き梶 田が予想 したよう に ､ ｢ 日系
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人や外国人の子弟の 増大に伴 っ て ､ 教育 シ ス テ ム へ の 適応に と どまらず ､ 進学 に 関わる教育問

題が本格化する｣ 時代に な っ た､ と い え る｡

こ う した状況の 変化の 中､ 外国籍生徒の増加した都府県に お い て は ､ 高校入試 に関して様 々

な方策が考えられ て きた｡ 三重県の 高校入試にお い て は
一

般選抜､ 特色化選抜な どと別に ｢ 海

外帰国生徒 ･ 外国人生 徒等に係る特別枠入学者選抜｣ が行われ て い る｡ 2 0 0 7 年度入試にお い て

は､ ｢ 保護者とともに三重県内に居住して い るか又 は居住予定の外国籍を有する者で入国後 6 年

以内の者｣ が ､ 県内の 1 7 校 22 学科 の中から希望する高校を選び受験す る ことが でき ､ 小中学

校の 中途からの 入学者に視点をおい た措置といえる
(1)
｡ 試験は基本的に ｢ 自国語 ( または英語)

又は日本語に よる作文と面接｣ で ある｡ 外国籍生徒の状況が考慮された結果であるが､ 他 の 府

県で は高校に日本語教育を伴 っ た外国籍だけの コ ー ス を設置す るなど､ 先進的なケ ー ス も多い
(2)

｡

三 重県 でも､ 期間制限を超えた者 へ の受験の 際の ｢ 配慮｣ ( 問題文の ル ビ打ち､ 時間延長な ど) ､

特別枠の高校数や定員の拡大 ､ 高校進学後の サポ ー ト等､ ま だ様 々 な論点があり､ 検討が続い

て い る｡

な お ､ 三重県内の現状で は､ 進学希望者の大半は推薦人学制度､ 特色化選抜な どに よ っ て ､

全日制や定時制高校な どに 合格を果たし て い る｡ ま た ､ 滞在年数の 長い外国出身者も年 々 増加

して おり､ 相当な日本語能力を持ち
-

般入試に合格し高校に進学す る者も､ 少数ながら着実に

増え て い る ｡

4
. 学習支援活動 ｢ ジ ョ イア｣ の内容と経緯

1 ) 活動 の 内容

それ で は､ 大学生 が主体にな っ て 開始された外国出身の 中学生学習サポ
ー ト ｢ ジ ョ イ ア｣ の 内

容と 20 0 6 年 7 月ま で の 経緯などに つ い て述 べ たい ｡ ま ず､ 活動 の概要は以下の とおりである｡

対象 : 小中学生の 途中か ら日本 へ 来て ､
日本の 高校 へ の 進学を希望して い る中学生

目的 : 日本語が不十分だ っ た ため に習得で き て い な い 科目の 学習をサ ポ
ー トす る｡

日時 : 毎週水曜日午後 4 時 30 分
-

6 時3 0 分の 間の希望する時間

期間 : 5 中旬 - 7 月中旬､ 及 び､ 9 月末
-

3 月中旬

場所 : 津市内 < 詳細記載省略 >

連絡先 : 三 重大学人文学部 ･ 藤本研究室､ 又は ､ 同 ･ 江成研究室

若 しくは ､ 人文学部 3 年 N < 氏名 ･ 電話番号 ･ メ
ー ル ア ド レ ス等記載省略 >

そ の 他 : サ ポ ー ト料は無料とす る｡

親 の 同意 ･ 理解が ある こ とを前提とする｡

サ ポ ー ト時間中や往復時間中の 行動は本人と親が責任を持 つ こ と｡

2 ) 活動 の経緯

活動の 経緯は以下の とおりで ある｡ な お ､ こ う した活動の 契機ともな っ た の は､ 活動 の 開始

より数 ヶ 月前､ 筆者 (藤本) が別の 調査を進める中で ､ 津市の 小中学校の外国籍の子 どもを担

当する巡回指導員 2 名 ( ブ ラ ジ ル人 ･ 日本人) から聞い た話で ある ｡ そ れ は､ 同市 の外国籍生

徒の 高校進学率が ( 県内他市に比 べ て) 非常 に低い ､ 進学 した い と思 っ て い る中学生 の勉強を
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サ ポ ー ト して くれる ボ ラ ン テ ィ ア が近くに い れば未来を切り開ける子 どもが必ず増える ､
と い

う内容で あ っ た｡ そ の 後､ 教員､ 学生有志と相談した結果､
一

緒 に行動を起こす こと に な っ た ｡

2 0 0 5 年 7 月 : 教員 (藤本) と学生 4 名が鈴鹿市内の ブ ラ ジ ル 人 に よる子 ども母語教室を見

学｡ ブ ラ ジル 人ボ ラ ン テ ィ ア との話 し合い ｡ 実情な どを聞く｡

そ の 後､ 資料など で外国籍児童生徒の 問題を学習｡ 9 月 から の サ ポ
ー

ト活動

開始を決定｡

8 月 : 活動を水曜日夕方に決定｡ 場所を津市内公共施設で確保 (予約) ｡

9 月 : 大学生 3 名､ 教員1 名､ 巡回指導員 2 名 ､ ボ リ ビア人中学生 1 名で 活動内容､

ル
ー

ル 等を相談｡ グ ル
ー プ名を ｢ ジ ョ イ ア｣ と命名｡

10 月 : サ ポ
ー ト活動開始 (毎週水曜日午後 4 時半 - 6 時半) ｡

2 0 0 6 年 3 月 : 高校受験日前で 20 0 6 年度の サポ
ー ト活動終了｡

ジ ョ イ ア を三重大学の サ
ー ク ル と して 登録｡ 学内で 活動参加呼びか けの ポ ス

タ ー を掲示｡

｢ 平成 1 8 年度三重大学国際交流基金国際交流事業経費助成対象事業｣ とし て ､

活動に 必要な教材 ･ 消耗品 ･ 文具等購入の ため の助成金が認め られた ｡

5 月 : 2 0 0 6 年度前期の サポ
ー ト活動開始､ 2 つ の 新聞 で活動が紹介された ｡

高校合格者の お祝い 会 (5 月某日 ､ 学習時間後) ｡

7 月 : 前期 の サポ ー ト活動終了｡

概要 1 (20 0 5 年 1 0 月 か ら 2 00 6 年 3 月ま で)

活動回数 (1 回2 時 間) 2 2 回

ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ 数 計 1 3 名 (大 学生 . 院生 8 名､ 大学教員 3 名､

そ の 他 2 名)

ス タ ッ フ の 1 回当た り平均参加人数 5 .6 名

参加 した 中学生 の 実人数 と国籍 計 1 1 名 ( ボ リ ビア 7 名 ､ ブ ラ ジ ル 2 名､ ペ ル -

1 名 ､ フ ィ リ ピ ン 1 名)

中学生の 1 回 当た り参加数 0 ( 1 回) - 6 名

参加者の う ち 中学 3 年生 4 名

上 記の う ち県立 高校 の 入試結果 合格 3 名､ 不合格 1 名

概要 2 (20 0 6 年 5 月 から 20 0 6 年 7 月 ま で)

活動回数 (1 回2 時 間) 1 1 回

ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ 数 計 1 5 名 ( 大学生 . 院生 10 名 ､ 大学教員 3 名､

その 他 2 名)

ス タ ッ フ の 1 回当た り平均参加人数 6 .4 名

参加 し た 中学生 の 実人数 と国籍 計 7 名 ( ボ リ ビア 4 名 ､ ブ ラ ジ ル 1 名 ､ コ ロ

ン ビア 1 名 ､ フ ィ リ ピ ン 1 名)

中学生 の 1 回当た り 参加数 0 ( 1 回) - 4 名

参加者 の う ち 中学 3 年生 1 名
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サ ポ ー ト ス タ ッ フ の 顔ぶ れ は､ 2 0 0 6 年度 に入 り大学 4 年生が抜け新 1 ,2 年生 が加わ っ た こ

となど で大きく変わ っ て い る｡ ま た ､ 学習サポ
ー

トを す る メ ン バ
ー

以外 に ､ 津市の 巡回指導員

2 名がオ ブザ
ー バ ー

で 協力し連携を取 っ て おり､ 当初か ら中学生 た ちとの 仲介役を務め､ 仕事

で関わ っ た中学生 に ジ ョ イ ア へ の 参加を勧めてくれた ｡ 最初 こ うした地道な呼びか けが主 に な

り中学生が集ま っ た が､ 途中から､ 中学生が同国出身の別の 中学校生徒を誘 っ て 釆たケ ー ス や､

保護者が ジ ョ イ ア を紹介した新聞記事を見て子 どもを参加させ たケ ー

ス も出て きた ｡

参加中学生の 内､ 欠席せず連続して来る者は少なく､ あ る 日は 6 名､ あ る 日は 1 名と い う不

確実さ で ､ 誰も来な い 日も半期に 1 回ず つ あ っ た｡ ま た ､ 学校 のイ ベ ン トな どがあり､ 途中か

ら揃 っ て 来る日もあ っ た｡ 毎回最低 5 名参加して待機して い た ス タ ッ フ は､ 時に は忙しく､ 時

に は時間を もて あますと言う状態だ っ た が､ 慣れ るに したが っ て ､ 中学生 の少な い ときは自分

の 勉強や作業をしたり､ 手 の 空い た メ ン バ ー

で ミ
ー テ ィ ン グを したりし て 時間を有効に使う こ

とが で きる よう に な っ た｡

な お､ 2 0 0 5 年度 の 3 年生 4 名は い ずれも定時制 (昼間及び夜間) 高校を受験し､ 3 名 が合格

した｡ 不合格の 1 名は､ 来 日が 2 00 5 年末 で あ っ た ため ､ ま だ 日本語が極め て 不十分な状態で

の受験で あ っ た ｡ な お､ 中学生の メ ン バ ー も20 0 5 年度と 2 00 6 年度 で は大きく変わ っ て い て ､

2 0 0 6 年度前期の 8 名 の 内､ 前年度か ら引き続い て参加 し て い る者は 3 名 で ある｡ 学校 の ク ラ

ブ の 関係で 20 0 6 年度前期は参加で きなか っ た者も多い ｡

ま た
､ 経緯 に あるよう に ､ 2 0 0 6 年 3 月 に 三重大学内の 助成金交付が決定し教科教材等の購

入がで きるよう に な っ た｡ そ れ ま で は生徒の 持参する教科書､ 参考書､ 問題集､ 宿題などを使 っ

て教える の が主で あ っ た ため､ こ の助成金は活動に と っ て大きな エ ネ ル ギ ー

に な っ て い る｡

5
. 活動に 関する ア ンケ ー

ト分析

1 ) 7 ン ケ - トの概要

ジ ョ イ ア が活動を始め て ほ ぼ 1 年 に なる の を機に ､ 活動を振り返り､ よりよ い方向性を探る

た め ア ン ケ ー トを実施 した ｡ 2 0 0 6 年 7 月 に
､
教員 ス タ ッ フ の藤本と江成が自由回答式の設問

を用意 し､ ジ ョ イ ア で の学習者の うち高校進学した 2 名と､ 学習サポ
ー トを担当したボ ラ ン テ ィ

ア ス タ ッ フ 1 3 名 か ら回答を得た｡ こ の う ち ス タ ッ フ の属性は､ 三重大学の 学生 ･ 院生 12 名

( ブ ラ ジ ル か らの 日系人留学生 1 名を含む) ､ そ の他 1 名 で ､ 男性が 2 名と女性が 1 1 名で ある｡

活動 で は通常､ 中学生の 出席者そ れぞれ に ､ ボラ ン テ ィ ア 1 ､ 2 名が つ い て 支援に あた っ て

い る ｡ 生徒 の希望 に合わせ､ 1 回に つ き 1 科目に専念す る こともあれ ば､ 複数教科を補習す る

こともある ｡ 教 えた科目ごとの ボ ラ ン テ ィ ア の延 べ 人数は､ 多 い順 に英語 7 名､ 数学 7 名､ 社

会 5 名 ､ 国語 4 名､ 理科 4 名､ 日本語 1 名 で あ っ た｡

2 ) 進学者の 声

進学 した生徒は､ ア ン ケ ー トの設問に いず れも日本語で 回答 して おり､ こ こ で は本人に よる

表記の まま紹介す る｡ ジ ョ イ ア の メ ン バ ー や 活動 に つ い て の感想は ､
｢ み ん な明る い人 です ご

くよか っ た で す｣ ､ ｢ 話 がおもしろ い｣ と答え て い る｡ ジ ョ イ ア が ス タ
ー

ト して 半年間の短い参

加だ っ た が
､
な じみ やす い雰囲気だ っ た こ とがうかがえ る｡

｢ サ ポ ー トを受け て良か っ た こ と､ う れ しか っ た こ と｣ へ の 回答として ､ 幅広 い教科でサボ
-
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ト を受けた生 徒は ､ 点数が上が っ た こ とを挙げて い る｡ ま た､ 英語中心 に 学習した生徒は ｢英

語の勉強をい ろい ろお しえ て もら っ て す ごくうれしか っ た｣ ､ ｢ お しえ方がす ごく よく て 大学生

の おかげで 英語を ( が) も っ と わかるよう に な っ た｣ と学 ぶ喜びを つ づ っ て い る｡ 後述す るボ

ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ へ の ア ン ケ
ー トか らは､ 生徒 の こ うした気持ちが ､ サ ポ

ー トす る側 に は っ

き りと伝わ っ た こ とがわか る｡

さ ら に ､ 自分と同じよう に外国から来て 進学を目指す人 ヘ ア ドバ イ ス を求めたと こ ろ､ ｢ ち ゃ

ん と勉強すれば高校 へ ( に) と おれるか らがんば っ て下さ い｣ と い う励ま し の ほ か､ 推薦を受

けられる よう ｢中学校の勉強をち ゃ ん とする｡ ク ラ ブをがんばる ｡ 遅刻と欠席をしな い｣ と い

う具体的な助言が あ っ た｡

2 人 の生徒は､ 進学 - の 意志をは っ きりと持ち､ 着実 に 努力した点で共通して い る｡ 後続 の

中学生 に も体験談を伝えて いく ことが大切で あろう｡

3 ) 学習者の 姿勢

次に ､ ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ を対象とした ア ン ケ
ー トの 結果を分析して い く｡ 中学生支援で

得た経験は､ あ る ス タ ッ フ の ｢ 毎週､ 欠かさず来て くれる生徒が おり､ ジ ョ イ ア をと て も気に

入 っ て くれ て い るよう で嬉しか っ た｣ と い う感想に集約され るようだ ｡ 表 5 .1 に 示 すとおり ､

勉強 へ の 姿勢が熱心 で
一

生懸命で あり､ や る気や意欲がある など､ 中学生た ち へ の 印象はた い

へ ん肯定的で あり､ 向上心 や積極性を高く評価して い る｡ 生徒 の態度は､ 明 る い ､ 元気､ 素直､

純粋､ ま じ め､ お と な しい ､ な ど表現に違い はあ っ た が ､ 良 い 印象で
一

致 して い る ｡

サ ポ ー トをし て具体的に良か っ た点､ う れ しか っ た体験を表 5 . 2 に 挙げた｡ そ こ に は ､ 学

習者の 態度や学習の成果がボ ラ ンテ ィ ア の やる気に もつ なが っ た様子が見て とれ る｡

表 5 . 1 サ ポ
ー ト した外国出身の 中学生に関する感想 (勉強内容以外で)

冬の と て も 寒 い 日 で も､ 雨の 日 で も､ ほ とん ど毎週来て く れ る子が い て､ 勉強 へ の 意欲を

感じた ｡

初め て 来た 日 は 緊張し て い る ようだが､ 何度か来 るうち に慣 れ て きて ､ 楽し んで 来て く れ

る こ とがうれ しい｡

日本 に来 て大変な こ となどあるかもしれ ないが､ み ん な明 る く て い い 子だ と思 っ た｡

前 向きで 向上心があ る生徒がい て 嬉し い｡ 目を輝かせ ､ 生 き生き と興味の ある話を して く

れ る子どもたちが多い と思う｡

自分の 置か れ て い る 状況を把握して い て､ 結構淡々 と して い る 印象を受け る｡

日本人の 平均よりもず っ と熱心さ､ 積極性 は ある｡

日本 人の 中学生 とか わ らない (若さ､ 幼 さ の点 で) と感 じた りす る半面､ 日 本人の 学生よ

りも自分 の国 へ の 関心 (歴史､ 政治など) が高 い と感じた｡

表 5 . 2 サ ポ ー トを して良か っ た こ と ､ うれしか っ た こ となど

｢ ああ! わか っ た ! ! ｣ と言 っ て もらえた時はやりが いを感じてうれしか っ た｡

熱心 な生徒が待 っ て い て く れ る と思う とうれしい｡

子 どもた ちの 方からも積極的に質問するなど､ 一 生懸命取り組ん で く れ た こ と ｡

中学生 の笑顔を見た ときや､ ｢ 楽しか っ た｣ と言 っ て く れ た とき｡

中学生が覚えてうれしそうな顔を した時｡

み ん なが一生懸命勉強して いる の を見て い る と自分もやる気が出て きた｡

教 えて い た 中学生が､ 高校入試 に合格 した こ と｡

毎 回英語を教え て いた 子が､ 英語 が 一 番好きだ と言 っ て く れ た こ と｡
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藤本久司 ･ 江 成幸 外国出身中学生 へ の 学習支援活動 一大学生ボ ラ ン テ ィ ア を 中心 と した 試み -

4 ) 教科の 支援状況

ジ ョ イ ア の ボ ラ ン テ ィ ア は大学生が主軸で あり､ 外国出身の子 どもを初めて 教える者が ほと

ん どで ある ｡ お お むね､ 中学生 が補習を希望した内容を､ 各自の知識や教師ア ル バ イ トの経験

な どをもと に手助けす る形をと っ て い る｡

サ ポ ー トす る上 で難しか っ た こ とや､ 指導上 の工夫を聞い たと ころ､ 学習者の ニ
ー ズ か ら今

後の課題まで ､ 参考となる意見が寄せ られた ｡ こ こ で は､ 学習面で ス タ ッ フ が気づ い た事柄を

( a) 数学 ･ 理科､ (b) 英語､ ( c) 国語 ･ 社会 に分け て まとめ て みよう｡

( a) 数学 ･ 理科

数学と理科を合わせ ると､ 延 べ 11 名の ボ ラ ン テ ィ ア がサポ ー ト し た こ とがあ ると答え て お

り､ 補習希望がい ちばん多か っ た分野で ある｡ し か し､ ｢ ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ が文系に多く､

数学や理科 へ の対応が大変だ っ た｣ こ とも事実の ようだ ｡ ス タ ッ フ側 の苦手意識の ため教える

の が難し い ､ あ る い は ｢ 自分の 頑の 中で は分か っ て い る の に ､ う まく言葉で伝えられな い｣ と

い っ た苦労があ っ た｡ サ ポ
ー トを希望する中学生が増えて い けば

､
理数科目の 得意なボ ラ ン テ ィ

ア をさ ら に募る ことが必要だ ろう｡

学習内容に関し て は､ ｢ 計算が苦手な子が多く､ そ の ため､ 数学が苦手に なる ことが多い｣ ､

｢ 正 ･ 負の 計算な ど説明しに くい問題を教える の に苦労 した｡ 3 - 5 - - 2 な ど の 正負 の 計算が苦手

な人が多か っ た｣ と指摘され て い る｡

今後 に向け て ､ ｢ レ ベ ル をみるため に ､ 基本的な計算問題を与え､ 日本語力を考えて 図形や

関数､ 文章問題に取り組んだ ほ うが い い｣ と い う意見もあ っ た｡ こ の 提案をした スタ ッ フ は､

｢ 塾 で はな い か ら
､
どの 程度徹底される の かがむずか しい｣ と つ け加え て い るが､ 希望者の 受

け入れ体制づ くりや ､ 支援 の シ ス テ ム化はジ ョ イ ア全体の検討課題で あ ろう ｡

(b) 英語

英語は､ 延 べ 7 名 の ボ ラ ン テ ィ ア が指導 にあたり､ 1 つ の 教科 として は数学と並んで 補習希

望が多か っ た ｡ ジ ョ イ ア に は､ 南米 の ス ペ イ ン語圏か らの 中学生が多い ｡ そ の た め ､
｢ 外国語

(英語) を外国語 ( 日本語) で教え られる の は彼ら に と っ て
､
とて も理 解す る の が難し い｣ と

気 づ い た ス タ ッ フ もい る｡

例え ば､ ｢ 書 き言葉が完壁で な い ため ､ 和訳､ 英訳が うまく できな い｣ こ とが ある｡ こ の 対

応策とし て ､ ｢ 日本の 英語学習は訳す る こ とが重要だか ら､ 単語を お ぼ え て い く の と同時に ､

日本語も覚え させ ると い い｣ と い う意見があ っ た｡

ま た ､ ｢ 英語 の ス ペ ル をそ の まま ア ル フ ァ ベ ッ ト どおりに発音 して しまう生徒が多く､ な か

なかそう でな い こ と の説明が難しか っ た｣ と の指摘もある｡ 母語の ス ペ イ ン語が ､
い わ ゆる ロ

ー

マ 字読み に近 い ため と考え られる ｡ こ の よ うなケ ー

ス で は
､
｢ 英語は､ な る べ く 口 で発音させ

るよう に した点が よか っ た｣ と い う教え方が参考になりそうだ ｡

( c) 国語 ･ 社会

国語と社会は ､ 全般 に わたり日本語で の読み書き､ 思考､ 暗記が成績評価に影響 しやす い ｡

それ だ け に ､ 日本語の 能力が鍵となる科目で ある｡ 延 べ 9 名 がサ ポ ー トを提供 した｡

国語 の補習で は､ ｢ 文法をどう教えたら い い の かよくわか らなくて ､ 大変だ っ た｣ ､ ｢ 日本語
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が 十分 でなく ､
漢字も難し い ようなの で ､ 国語を教えた時は理解する の に時間がかか っ て 大変

だ っ た｣ な ど苦労がうかがえる｡

社会の み を取りあげた記述はなか っ たが ､
あ る ス タ ッ フ は ｢ 数学､ 社会､ 理科 の用語を覚え

る こ とはかなりの 負担だと感じた｡ 日常生活で使う頻度がな い に 等しい ため｣ と指摘し て い る ｡

覚 える べ き事柄がす べ て 日本語で説明される点で ｢学習思考言語｣ ( 太田,2 0 0 0 ,1 7 3) の
ハ ー ド

ル が垣間みられ､ サ ポ
ー トも急務と思われる ｡

5 ) 指導 の留意点とエ 夫

各自の経験に もとづ く ア ン ケ
ー ト結果を総合すると ､ 共通の 苦労や指導の ヒ ン トがあ っ た｡

そ こ で
､ ( a) 日本語 に かか わる こと､ お よ び (b) 教 え方 に 閲し､ ス タ ッ フ が どんな問題に 気

づ き､ どん な工夫をした の か検討して みた い ｡

( a) 日本語 にかかわ る課題

ジ ョ イ ア は､ 原則とし て 日本語で サポ
ー トを行 っ て い る｡ した が っ て ､

ジ ョ イ ア で教科中心

に学習しようとすれ ば､ 日常的な ｢ 社会生活言語｣ ( 太田 ,
2 0 0 0

,
1 7 3) の 日本語をある程度は前

提にせ ざるをえ な い ｡

参加した中学生 に つ い て ､ ア ン ケ
ー トで は ｢ 日本語をとて も流暢に話せ る生徒が多く､ 驚 い

た｣ と い う回答が ある
一

方 で ､ ｢ 日本語が上 手に 伝わる子どもと伝わ らな い子 どもが い て ､ 伝

わ る子どもに はなんとかな っ た が､ 伝わ らな い子どもに は どう して 良 い か､ 分 からなか っ た｣

と い う記述も見られた｡

学習者がす で に ｢ 社会生活言語｣ を使い こなす ケ
ー

ス で も､ 先 に論じた教科別の 問題点を含

め
､
日本語を介したサ ポ

ー トの思わぬ難 しさ に ス タ ッ フ が苦心する こ ともあ っ た｡ 例 えば, ｢ 日

本語の意味や ､ 文法を聞かれる ことが あり､ う まく説明で きなか っ た｣ 経験や ､
｢ 日常会話で

は使わ な い専門用語 (和､ 差､ 仮定法な ど) は難 しく､ 簡単な言葉に言い換えな い と伝わらな

い｣ の だ が ､
｢ や さ し い 日本語に言い換える の が難し い｣ とい う実感は ､ 多くの ス タ ッ フ に共通

して い る｡ こ う した困難に 向き合いながら､ 表 5 .3 の ような スタ ッ フ個 々 の 工夫も見られる｡

表 5 . 3 日本語補助の エ夫

日本人 の中学生なら自然 に理解 できる用語がで さて い ない (漢字から推測できな い) の で ､

用 語 の説明に時間をかけた｡

大 きな字 で実際書 く と同時に発毒して い く 過程 の中で ､ 日本語 に親 しん で くれ る よう になっ

た
｡

漢字の 読み 方を教えてあげた り ､ 難 しい語を分かりやすい言葉 に置き換 え て あげる こ と で､

教 科書 の 内容理解の手助けをする こ とがで きた.

教科サポ
ー ト に取り組む ジ ョ イ ア で も､ 日本語教育との 連携は不可欠と考え られる ｡ 今後は

徐 々 に ､
日 本語教材の併用や､ 国語辞典お よび外国語の 和訳辞書の活用な どを試みる予定で あ

る｡

( b) 教 え方 の 工夫

ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ に 今後の抱負を聞い たと ころ､ ｢ も っ と上手に 教えられる よう になり

た い｣ ､ ｢ 勉強が楽し い と思 っ て くれる雰囲気を つ くりた い｣ な ど､ ボ ラ ン テ ィ ア とし て成長し
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て い こ うとす る意識が感じとれる ｡ そ の た め に は､ ジ ョ イ ア の メ ン バ
ー

相互 が経験を共有し､

蓄積す る こ とは
､
そ の

一

助 となろう ｡ そ こ で ア ン ケ
ー ト の回答か ら､ 教科をこ え て参考となる

指導方法を紹介する (表 5 . 4) ｡

表5 . 4 効果的だ っ た指導方法

事前 に何が難 しく ､ も っ と練習した いか聞く こ とで ､ 必要な と こ ろ を手伝う こ とがで きる ｡

どの 教科で も､ 日 常の こ とに 置き換 え て説明す る とわ かりやすい ｡

言葉が通じない分 は画 を描けば通じ る こ とが分か っ た ｡ その 辺 り は 日 本人も同じだ と思 う｡

図 とか
､ 例文 と か､ 何か紙に か い て示 しなが ら教えたほうがわ か りや す い｡

｢ 分か っ た ? ｣ と 聞く の で は なく､ ｢ - は何 ? ｣ な ど､ 具体的な質問 を した ほうが い い｡

プ リ ン トなどの 問題 を ､ 教科書を確認 しなが ら､ なる べ く 彼 らが自分で解くよう に した ｡

活動 で はもち ろん試行錯誤が あり､ ｢ 何を教え て い い の か ､ 分 からな い時があ っ た｣ ､ ｢ 自分

に教える力が足りない とき に も どか しい し､ 不安だ っ た｣ ､ ｢ 集中して くれ なくて ､ 勉強 へ の導

入が難 しく思 っ た こ とがあ っ た｣ と い っ た率直な声も寄せ られた ｡

しか し発足か ら間もない とは いえ
､
｢ ジ ョ イ ア で は何か新し い こ とを はじめる時は､ 制度､

人 ､ 現状 の 把握と自分の ス キ ル や周りの協力､ サ ポ
ー トが必要で ある こ とを経験した｣ と い う

意見があ っ た こ とを力強く受けとめた い ｡ 経験をお互 い に学び生かす こ とは､ ジ ョ イ ア と い う

新 しい ボ ラ ン テ ィ ア組織に おける支柱づくり に つ ながるだ ろう ｡

6 ) 異文化交涜の 成果

ジ ョ イ ア は学習サポ
ー トを目的として い るが ､ 前述 の ｢5 .2) 進学者の 声｣ で触れたよう に ､

学習者との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が円滑に進む場面が多く見られた ｡ お そ らく､ 大学生 ボ ラ ン テ ィ

ア が中心 とな っ て おり､ 中学生とは比較的年齢が近い ためだ ろう ｡ う ち とけた雰囲気で外国出

身の学習者と接するう ち に ､ 異文化交流として の 成果もまた生まれ て い る｡

ア ン ケ ー トを締 めくくる質問とし て ､ ジ ョ イ ア で の経験を ふ まえ て 考え た こ とや､ 今後した

い こ とを聞い た と こ ろ､ 異文化やボ ラ ン テ ィ ア活動 へ の 関心が高い こ とがわか っ た｡ 筆者ら の

予想を越え て ､ 来 日外国人の背景を理解した い と述 べ た者が多く､ 実践を き っ か け に ､ ボ ラ ン

テ ィ ア ス タ ッ フ自身が主体的に学ぶ ぽう とする姿勢が特筆される (表 5 . 5
,
5 . 6 ) ｡

表 5 . 5 来 日外国人の 背景や異文化 へ の 関心

中学生の 出身 国 に つ い て 興味力〈わ い た｡ ス ペ イ ン語を勉強 して み たく な っ た｡

移民 に つ い て勉強した い と思 っ た ｡

日系人や 移民 に関 して の 知識を深め た い ｡

人対人､ 個人対個人が対等であ る と いう考 えを持ち､ まわ りの 人たちにも理解 して も ら え

る ような社会 になれば と思う
｡

中学生以外 にも､ も っ と地域の 外国人 と関わ り た い｡

言葉 の壁を恐れ ない で 積極的 に質問した リ コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を取 る こ と が､ 自分 に と っ
て も相手 に と っ て もプ ラ ス に なる と思う｡ まずは英会話をでき るよ う に 英語 に接して い き

たい ｡

教育 を与 えなければ いけない機関が､ そ の柔軟さが欠けた結果 と し て､ 一 部の 子 どもたち

の教育 を受ける権利を奪 っ て しまい ､ な お かつ そ の 後の 職業選択の権利などを奪 っ て しま

う可能性がある こ と を考え て い きた い｡
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表 5 . 6 外国人支援ボラ ン テ ィ ア へ の関心

子ども た ち が何 かr&
'

ん で い る こ とがあ っ た ら､ 話 を聞 い て あげた い｡

日本 に移住 して きた 人た ち は生活の中 にもた く さ ん の 苦労がある と思 う の で ､ サ ポー トで

きた ら い い｡

日本語ボ ラ ンテ ィ ア に興味を持 っ た ｡

Ej 本語力く使 えな い ､ 漢字が読めな い と いう中で授業 に つ い て い く の は と て も大変な こ とだ

と思う｡ そ の 手助けがジ ョ イ アを 通じ て少 しで もで さた ら嬉 しい ｡ 白 木の 中 で暮らす外国

人がどの ような事 に 一 番因 っ て い る の かなどの問題点を知 り､ その 手助けができた ら い い｡

留学生の チ ュ ーターをした い｡

ジ ョ イ ア の教員ス タ ッ フ は､ 学生 ス タ ッ フ に対し､ 日本在住の 外国人に関す る情報や資料を

提供し､ 解説や デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の機会をも つ よう心 がけ て い る ｡ 大学を拠点と した学習支援

グル
ー プ で ある特徴を生か して ､ 地域 に暮らす外国人に 関する参加メ ン バ

ー

の 理解を助け､ 知

的 ニ ー ズ に応え て いきた い ｡

6 . お わ りに
一 新たな方向性と可能性 -

こ れ ま で見 て きたような経緯の 中で ジ ョ イ ア の 学習サポ
ー ト活動は継続 して い る｡ 大学生 が

主体とな っ て い るため
､
就職活動や卒業を期に活動を離れる者もい るが､ そ れ と同じくら い の

人数が新た に参加し て い る｡ こ う した熱意を無にする ことなく､ 変化す る子 どもたちや周囲の

状況に応じて ､ 活動内容を常に 吟味して いかな ければならな い ｡

お わ り に当た っ て ､ 今後 の ジ ョ イ ア の 活動の 方向性や地域 との 関わり に おける新たな可能性

等に つ い て 述 べ て おきた い ｡

第
一 は､ 活動内容､ 特 に コ ン セ プトの 柔軟性の 構築で ある｡ 発足当初､ ｢ ジ ョ イ ア｣ を活動

時間の み の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル
ー プ と して 位置づ けたため ､ い わ ゆるサ

ー ク ル 的な交流や学習サ

ポ ー

ト以外の 活動は極めて 限定して きた｡ こ の こ と ばス トイ ッ ク な信念の 表明と して は有効で

あ っ た が ､ 反面､ 柔軟性を欠き､ と もすれば若い スタ ッ フ の モ チ ベ
ー

シ ョ ン を収縮させるお そ

れをはらん で い る｡ 持続可能なボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プと して ､ か つ モ チ ベ
ー

シ ョ ン を維持する

ため ､ ス タ ッ フ に と っ て気の おけな い
一

体感や楽しさを加えた柔軟な活動を どう作 っ て い くか､

今後の 大事な課題で ある｡

第 二 は
､ 第

一

の 課題と関連するが､ 学習者で ある子どもた ち､ 及 び そ の 家族との 関わりを活

動に組み入れ て いく必要性で ある｡ 活動日 に出会い ､ 単 に ､ 教 え教えられる関係だ け でなく､

有意義な交流イ ベ ン トに
一

緒 に参加す るなど､ 好ま し い形 で彼ら の家族や背景を知るこ とは､

大学生の よう な立場の若者に と っ て ､ 外国人の問題を日本社会の 問題と して 捉え る良い機会で

もある ｡ そ う した知的欲求が大きい こ とは ア ン ケ
ー トか らもう かがえ ､ そ れ に応え られ る活動

を探 っ て い きた い ｡ こ の こ とば同時に ､ 学習者で ある子どもたち に と っ て も､ ジ ョ イ ア を今ま

で 以上 に通 いやす い ､ 親 しみ の 持て る場に し て いくだ ろう ｡ ま た､ 関わりを広げる
一

方 で ､ お

互い の プ ラ イ バ シ
ー

を侵害 しな い よう適切なル ー ル を作る こ とも必要で あ ろう ｡

第三 は､ 行政､ とりわけ津市教育委員会との連携で ある ｡ 対象 の 子どもた ちは 2 ､ 3 か 所 の

中学校に集ま っ て い る の で はなく､ 市内の あらゆる学校に分散 して い る ｡ む し ろ外国から来た

仲間が少な い状況に い る子 どもが､ よりサポ ー ト を必要とし て い る ｡ しか し､ す べ て の 呼びか

けや情報伝達をス タ ッ フ や協力者の巡回指導員で行う こ と に は限界が あり､ 教育現場に もジ ョ

イ ア を理解し て い る教員が多くいるわけ で はな い ｡ 学校 へ の伝達が可能な市の教育委員会との
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協力が
一

層必要で ある ｡
一

方 で ､ 連絡をす べ て行政に任せ る の で はなく､ ス タ ッ フ が各学校に

出向い て情報を伝え中学校教員の理解を深めたり､ 県､ 市､ 各国際交流協会等の イ ベ ン トを活

用し子 どもやそ の 親 に活動情報を伝えるな ど､ 広報 にも務め て い きた い ｡

第 四は､ 日本語の レ ベ ル に大きな問題の ある子 ども へ の 対応､ 特 に ､ 教科学習と日本語教育

の関係で ある｡ 日本語の 十分で な い子どもに対応した とき の戸惑い と､ 何 とか伝えた い ゆえ の

歯が ゆさは ア ン ケ ー ト にも表れ て い る｡ 塾講師や家庭教師の ア ル バ イ トな どで 教科を教える こ

と に比較的慣れて い る大学生 も､ 解答の説明の場面な ど で ､ 日本人中学生なら学力と関係なく

知 っ て い るはず の 日本語を ､ 目の 前の 中学生 が知らな い こ とを知り困惑する｡ 大学生側に は日

本語教育の専門知識を持 つ 者は少なく､ 改め て そ の分野の 必要性も認識された｡ 市教育委員会

担当者に よると､ こ う した子どもは実際に多い と の こ と で あり､ そ の子 どもたち へ の 対応､ 必

要な基本的ノ ウ - ウ を ど こ ま で ス タ ッ フ が身 に つ け対象を広げて いくか､ 重要か つ 緊急な課題

である ｡

第五 は､ 中学生以外の 子ども へ の サポ ー トの可能性で あ る｡ ジ ョ イ ア は基本的に ､ 外国か ら

釆て 高校進学を目指す中学生の 学習を支援す るグル ー プ と して 歩み始めた｡ しか し､ 授業を理

解した い ､ 将来高校を目指した い ､ と い う小学生か らの 潜在的需要はかなり大き い こ とが推測

され､ 徒歩や自転車で往復可能な近隣在住の小学校高学年生など に対象を広げようと い う案も

ある｡ こ の 間題は ス タ ッ フ の 人数に依拠す る要素も強く
､
そ う した こ とも含め

､
状況を見極め

つ つ徐 々 に対応し て いく こと に なると思われる｡

第六は ､ 他地域や県外の 同じような支援団体との情報交換､ 連携 で ある｡ 三重県内で 中学生

を対象に 学習サ ポ ー トを して い る団体は鈴鹿市､ 伊賀市そ の 他 で見られるが決 して 多くな い ｡

近 い将来､ そ れ ら の 団体と の情報交換はもちろん必要で あ り､ さ ら に県外の 団体との交流な ど

も実現 し､ 相 互 に情報
･

ア イ デ ア の交換をす る こと に より､ 活動内容の 向上 に生か して い こ う

と考え て い る ｡

第七と して最後に､ 大学外スタ ッ フ の増加の 可能性をあげ て おきた い ｡ 2 0 0 6 年度現在､ ジ ョ

イ ア の サポ ー ト ス タ ッ フ の うち 2 名は
一

般 の市民､ 団体職員で ある｡ ま た､ 巡回指導員の 2 名

が協力者と して ､ 仕事を通 じ子 どもたちや中学校教員との 連絡役となり､ 随時ミ
ー

テ ィ ン グ に

も参加 して い る｡ こ う した社会人と大学生が共にボ ラ ン テ ィ ア活動を行 っ て い る意味は非常に

大き い ｡ 今後社会に出る大学生に と っ て こ う した活動形態は､ 大学 の授業だけ で は得がた い経

験で あろう｡ こ の よう な
一

般市民､ 社会人の スタ ッ フ を広げ て いく こ とも､ 今後の 活動の 展開

と相ま っ て ､ 内容の 充実に つ ながる重要な課題と思われる｡

以上 の課題は い ずれ も早期に方向を決め､ 行動 に移 して い きた い ｡ 外国人の状況､ そ して そ

の子 どもの 状況は 1 年ごと に 大きく変化して いる ｡ そ して 子ども1 人 1 人 の 1 0 代 の ひ と とき

は 二度と取り返す こ との で きな い貴重な時間で あり､ 決 して 先送りが許される種類の もの で は

な い ｡ 刻 々 と変わる環境を見極め､ 大学生ボ ラ ン テ ィ ア を中心 とした学習サポ
ー ト活動を柔軟

か つ 適切に前進させ て い か なければならな い ｡

(1 - 4 節､ 6 節担当 : 藤本久司､ 5 節担当 : 江成幸)
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注

(1) 三 重県の 高校入試 に お い て は､ ｢ 海外帰国生徒 ･ 外国人生 徒等に係 る特別枠入学者選抜｣ が 取 り 入 れ

られ て い る｡ 対 象者 は2 0 0 6 年度 入 試ま で ｢ 入 国後 3 年以内の 者｣ で あ っ た が ､ 2 0 0 7 年度入 試 か ら ｢ 入

国後 6 年以内 の 者｣ と な っ た ｡ 志願先 は 2 0 0 5 年度入 試 ま で は 6 校 6 学科 で あ っ た が ､ 少な く と も 5 校

は英語 を中心 と した 学科 で あ り､ 実質的 に ｢ 新渡 目外国人の 真剣 に学 び た い と思 っ て い る子 どもた ち に

対 して 門戸を 閉 ざ し｣ ( 三 重県人権問題研究所､ 2 0 0 2) て い る ､ とい う 批判 が あ っ た ｡ 2 0 0 6 年 度入試か

ら対象が 17 校 2 2 学科 に 改 め られ た｡ 各高 校 とも募集人員は海外帰国生徒 ･ 外 国人生徒等を合 わ せ て

5 人以 内で あ る｡ 試験 科目 は記述 の よう に作文 と面接 で あ る が
､ 学校長 の 判断に より簡単 な基礎学力検

査 を課す こ と が で き る｡ ま た ､ 2 0 0 7 年度入試 か ら､ こ の 特別枠を準用 し､ ｢ 夜 間定時制課程に お け る外国

人生徒等 の 選抜｣ が実 施可能 とな っ た ｡

(2) 例 え ば
､
大阪府の 高校入試 に お い て は府 立高校 5 校 に お い て ｢ 中国帰国生徒及 び外国人生徒入学者選

抜｣ が あ る｡ 小学校 4 年生以上 の 学年 で 来 日 し た生 徒が 対象で あり､ 試 験は 数学､ 英語､ 作文 と し､ 問

題 は ル ビ付 き で
､
作 文ほ 母語 で も良 い ｡ 英語以外 の 辞書の 持込可 と し､ 受験 時間を通常 の 1 . 3 倍 と定 め

る な ど ｢ 配 慮｣ が な され て い る ( 平成 19 年度大阪府公立高等学校入 学者選抜実施要項) ｡ ま た ､ 高校入

学後も2 年生 ま で の 日 本語能力試験 1 級合格 を目標 に 日本語授業が特別 に組 ま れ て い る｡
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